
TOWS分析レポート：司法書士業界

（クロス SWOT戦略） 

本レポートでは、先に実施した SWOT 分析を基に、司法書士業界に対する TOWS 分析

（クロス SWOT 戦略）を提示します。内部環境（Strengths・Weaknesses）と外部環境

（Opportunities・Threats）を組み合わせて、具体的かつ業界関係者も見落としがちな戦

略仮説を導き出します。 

【S×O戦略：強みを活かして機会を最大化する戦略】 

- AI・生成系ツールとの親和性を活かし、ChatGPT などを活用した「初期対応 Bot 付き

登記 DX モデル」を構築。非接触型の Z世代顧客層を獲得。 

- 高齢社会における相続・後見の需要と信託制度の拡大に対して、国家資格の信頼性を

活かし「地域資産の終活トータル支援サービス」へ業務拡張。 

- 登記の安定需要＋DX 補助金を活用し、地方都市に特化した「デジタル対応型司法書士

事務所」の展開を支援・フランチャイズ化。 

- 外国人対応や多言語化を推進し、国際不動産投資家層に向けた「国際登記サポート」

を提供。国家資格の信頼で差別化。 

【W×O戦略：弱みを克服しながら機会を捉える戦略】 

- IT 対応が遅れている点を補助金活用で補い、クラウド型業務管理やオンライン顧客対

応を導入。Z世代・U ターン層にも訴求。 

- 若手司法書士の人材難を逆手に取り、「司法書士を目指す学生向けの奨学金・研修制

度」を業界全体で整備し、人材育成と採用広報を強化。 

- 価格訴求に弱い点を踏まえ、「無料 AI チャット対応＋専門相談は有料」の二段階課金

モデルにより単価向上。 

- 地方の空き家問題など社会課題と連動し「自治体連携モデル事務所（移住登記・相続

サポート）」を立ち上げる。 

【S×T戦略：強みを活かして脅威を回避・克服する戦略】 

- 登記・成年後見という「資格が必要な業務」を明確に打ち出し、非士業との差別化を

図るブランド戦略を構築。 

- ChatGPT 普及に備え、業務効率の向上に自ら活用することで、価格競争ではなく「付

加価値型サポート」で生き残る。 

- 地域密着性を武器に、信頼ベースの紹介ネットワークを強化し、全国型プラットフォ

ーマーに対抗。 



- 法律知識の深さを活かし、行政書士や税理士との協業で「複合型ソリューションパッ

ケージ」を提供。 

【W×T戦略：弱みと脅威を最小化する防衛的戦略】 

- 属人化を防ぐため、マニュアル化・ナレッジ共有・RPA 導入を進め、事業承継可能な

「再現性のある司法書士モデル」へ転換。 

- 認知度の低さを克服するため、SNS・YouTube・LINE 公式アカウントなどを活用した

「士業パーソナルブランディング」を展開。 

- 簡略化される制度に対応し、「複雑ケース専門」へのポジショニング転換を図る

（例：共有持分、信託、国際登記など）。 

- 都市部の価格競争を避け、地方展開やニッチ領域（農地、相続放棄など）に特化する

戦略で差別化。 


